
布教方針『いのちに合掌』における「いのち」について 

               NVN 奥田正叡   

１、布教方針について 

１、第１４号 『布教規程』第３条   

「本宗の布教は、年度の方針に準拠し、時に臨み機に応じてこれを行い、宗門運動を推進する」 

【規程改正後】 

      →  「本宗の布教は、布教方針に基づき、時に臨み機に応じて行う」 

   ❶布教方針は年度ごとではなく中・長期的 

❷宗門運動と区分する 

２、管区伝道企画会議アンケート結果 

❶いのちに合掌を継続テーマに 

東京西・千葉西・兵庫西・兵庫北・大分・鹿児島宮﨑・京都２・秋田 ほか 

❷天台宗「一隅を照らす」のような不変テーマが必要。「いのちに合掌」を普遍的合い 

言葉にしてはどうか。 

     → 伝道企画会議・内局会議  布教方針 『いのちに合掌』決定 

３、布教方針策定部会で原案作成 

     ❶布教方針『合掌』（平成３１年２０１９２月１６日発行）第５章「いのちに合掌」

を基軸に作業開始 

     ❷布教方針『いのちに合掌』発行（令和４年５月） 

２、宗門運動「立正安国・お題目結縁運動」について 

スローガン 最終的３候補  

「こころ伝える日蓮宗」 

「敬いの心で安穏な社会づくり、人づくり」（目標に採用） 

         「いのちに合掌」（スローガンに決定）     

★平成２０年（２００８）１月２２日開催宗門運動本部企画推進会議で決定 

「新たなる運動では、この常不軽菩薩の行法を運動の柱として、お題目のご縁をいた

だいく私たちが自ら人を敬い、いのちの尊さを人々に示し、社会を明るくしていこうとの

方針が打ち出されています。」（宗門運動本部） 「日蓮宗新聞」（平成２０年２月１０日号より） 

  

宗門運動  「立正安国・お題目結縁運動」 

目  標  「敬いの心で安穏な社会づくり、人づくり」 

 スローガン 「いのちに合掌」 

 布教方針  「合掌」 

                 いのちについて説明が不明 



３、スローガン「いのちに合掌」における「いのち」とは 

『「立正安国・お題目結縁運動」研修ノート但行礼拝から敬いの心へ、そして社会 
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４、布教方針「いのちに合掌」における「いのち」とは 

       ４つの視点からみた「いのち」の解釈が大事 

●社会的な「いのち」     ●仏教的解釈による「「いのち」 

●法華経からみた「いのち」  ●日蓮聖人の教えからみた「いのち」 

❶使命･誓願･目的を持って生きる「いのち」 

法華経法師品第十には「この世に願って生まれてくる」とある。 

「薬王当に知るべし、是の諸人等は、已に曽て十万億の仏を供養し、諸仏の所に於いて、

大願を成就して、衆生を愍むが故に、此の人間に生ずるなり」「諸の能く 妙法華経を

受持することあらん者は清浄の土を捨てて 衆を愍むが故に此に生ずるなり」（法師品） 

法華経は自業自得の「業生」から「願生」へ転換したいのち。 

法華経信仰者は、すべてのいのちを等しく成仏に導くという久遠本仏の誓願を成就

する使命を担いこの世に生まれた。つまり、いのちは与えられるものではなく願って

生まれ、目的を持って積極的に生きる法華経信奉者の心構えが説かれる。 

❷「父子の関係」（父＝久遠本・子＝一切衆生）関係を持った「いのち」 

イ「舎利弗、如来も亦復是の如し。則ち為れ一切世間の父なり」（譬喩品） 

ロ「我はこれ衆生の父なり。其の苦難を抜き無量無辺の仏智慧の楽を与え、其れをして 

  遊戯せしむべし。」（譬喩品） 

ハ「舎利弗に告ぐ 我も亦是の如し衆聖の中の尊 世間の父なり一切衆生は 皆是れ吾 

が子なり」（譬喩品） 

二「今此の三界は 皆是れ我が有なり其の中の衆生は 悉く是れ吾が子なり」「舎利弗 

に告ぐ汝諸人等は皆是れ吾が子なり 我は則ち是れ父なり」（譬喩品） 

ホ「譬えば良医の智慧聡達にして、明かに方薬に練じ善く衆病を治す。其の人諸の子息 

多し、若しは十・二十乃至百数なり。」（如来寿量品） 

生きとし生けるものの生命は久遠本仏から授かったものである。それゆえ、あらゆ

る生命は久遠本仏の永遠の生命に連なり、等しく尊く、悉く成仏すると考えられる。

観心本尊抄） 

❸久遠本仏と同体となる「いのち」  父子ともに久遠のいのち 

イ、「仏の言わく、我も亦是の如し。成仏してより已来、無量無辺百千万億那由他阿僧祇 



  劫なり。」（久遠本仏―如来寿量品） 

 

ロ、「衆生を度せんが為の故に 方便して涅槃を現ず而も実には滅度せず 常に此に住 

  して法を説く」（久遠本仏―如来寿量品） 

ハ、「釈尊の因行・果徳の二法は妙法蓮華経の五字に具足す。我等この五字を受持すれ 

ば、自然に彼の因果の功徳を譲り与えたもう」。（観心本尊抄） 

法華経の教主久遠本仏釈尊の生命は永遠不滅である。日蓮聖人は、久遠釈尊の全体

を因果と受け止められ、妙法蓮華経の五字に具足すると信受された。また妙法蓮華経

の五字を宝珠・良薬・一念三千の仏種などと表現し、末法衆生がこの五字を受持した

とき即に成仏し、久遠本仏のいのちと同体になると教示された。 

❹一念三千の仏種（題目）により「有情･非情のいのち」が成仏する。 

「しかりといえども、詮する所は、一念三千の仏種にあらざれば、有情の成仏も、木・画
え

二像の本

尊も有 名
うみょう

無実なり」（観心本尊抄）。 

「結局、法華経に内包されている一念三千の仏種でなければ、たとえ有情（心ある者）であれ

ばかならず成仏するという教義も、木像や画像を本尊とするということも、ただ名ばかりで、

真実とはならない」 

★「草木成仏」（参考までに） 

① インド思想では草木に心や輪廻を認めない。成仏もない。 

② ジャイナ教では草木に霊魂を認めた。 

③ 初期仏教では草木に生命･霊魂を認めた。大乗仏教に引き継がれたかは不明。  

『中陰経』に初めて「草木国土悉皆成仏」「一切草木皆成仏」の言葉が見える。平安時代に存在 

したが、現在は所在不明。 

④ 『摩訶止観』の「圓頓者‥一色一香無非中道」日本天台における草木成仏論の第一の論拠。 

 一色一香は中道である。圓頓止観では一切が中道（仏性）であると説く。 

湛然は草木仏性論を強調した。『金剛蜱論』は日本天台宗の草木成仏論に大きな影響を与えた。 

⑤ 日本仏教の「草木成仏論」 

 最澄  天台的理念を内包した 

 空海  草木成仏を認める 

⑥ 叡山法華会における草木発修成仏の論議 

 安然「胎蔵金剛菩提心義略問答抄」 

 「中陰経」「大宝積経」を引用して草木成仏を認める。 

 安然以前に此の経文を引用した人は現在見当たらない。 

  「中陰経云、釈迦成道之時一切草木皆成仏身‥宝積経云、文殊 

変身子成仏令説法、変本身竟云、一切無心草木樹林可作如来身   

相具足悉皆説法、是他依心故亦発心成仏」           以上 


